
事業番号 0497

　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

予算事業名 国語施策の充実
事業開始

年度
昭和５４年度 作成責任者

担当部局庁 文化庁 担当課室 国語課
国語課長
舟橋　徹

会計区分 一般会計 上位政策 文化芸術振興のための基盤の充実

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
文化芸術振興基本法  第１８条

関係する計
画、通知等

文化芸術の振興に関する基本的な方針（第２次基本
方針）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

国語についての正しい理解を深めるため、調査及び調査研究、敬語の普及・啓発事業、国語問題研究協議会等の開
催、地域の国語力向上事業等を通じて、国民に対する国語の普及・啓発を図る。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

・現代の社会状況の変化に伴い微妙に変化する日本人の国語意識や具体的な言葉の理解の現状を調査するため、国
語に関する経年的データが必要であることから、「国語に関する世論調査」を実施する。
・敬語の普及のために、敬語の普及・啓発事業を行う。
・国語をめぐる諸問題を取り上げ、改善の方法等について意見を聞く「国語問題研究協議会」を開催する。
・言葉の専門家等により、「言葉」について考える体験事業を実施し、地域の国語力の向上を図る。

実施状況

・「国語に関する世論調査」、文化審議会における「常用漢字表」の見直しを審議するための調査を実施。
・敬語の普及のためのウェブ版短編映画を制作。
・愛知県、香川県において開催。参加者３４５名。
・「言葉」について考える体験事業　８か所実施、参加者４２６名。「言葉」に関する参加体験型講習の指導者養成事業
３か所実施、参加者のべ３４２名。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 35 43 56 24 26

執行額 30 38 51

執行率 85.7% 88.4% 91.1%

総事業費(執行ベース) 35 38 51

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

　調査及び調査研究及び敬語の普及・啓発事業について、使途、支出の把握については、提出された報告書や成果物
にて検査・確認している。また必要に応じて実績報告書のみでは確認が不十分な場合に契約関係書類を個別に提出さ
せる等により、申請者における支出先・使途の把握をしている。
　国語問題研究協議会等の開催については、支出委任先の開催県からの報告を受け県担当者の意見聴取等を行い、
国費支出の適正性を確保している。
　地域の国語力向上事業は、文化庁の基準に基づき直接執行。なお事業実施に立ち会い、適正実施されているか確
認し、提出された報告書を確認している。

見直しの
余地

敬語の普及・啓発事業及び地域の国語力向上事業は、２１年度をもって廃止。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

１．事業評価の観点：この事業は、国民に対する国語の普及啓発を図るため、調査研究事業や国語問題研究協議会を実施するも
のであり、事務的経費の効率化の観点から検証する。（敬語の普及啓発事業等については所期の目的を達成したものとして平成
21年度をもって廃止）。
２．所　　　　　見：本事業は国語施策の企画立案に必要な所要の事業を実施するものであるが、納税者の視点に立って、引き続き
効率化に努め、予算を縮減すべきである。

補
　
記

予算の状況欄のうち、19年度は国語施策及び外国人に対する日本語教育施策の推進の予算・決算額を記載。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

　　　　　　A社団法人中央調査社
  　　　　　　　　   ２４百万円

　　　　B株式会社日テレアックスオン
　　　　　　　　　　  ９百万円

文化庁　５１百万円

諸謝金　　　 　５百万円
職員旅費　  　２百万円
委員等旅費　 ５百万円
庁費　　　　　　６百万円

【一般競争入札・委託】 【公募・請負】

を含む。

　調査及び調査研究 敬語の普及・啓発事業

「国語に関する世論調査」を実施。
敬語の普及のためのウェブ短編映画

の制作。



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

A.社団法人中央調査社 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

諸謝金 調査員謝金 9

人件費 企画・調査管理員 7

借損料 カード読込費、電算機 2

旅費 調査員旅費 2

通信運搬費 調査員輸送費 1

役務 印刷費 1

一般管理費 2

計 24 計 0

B.株式会社日テレアックスオン F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務 編集費、ＷＥＢ画面作成費 4

人件費 制作、撮影スタッフ 3

借損料 撮影機材費、撮影スタジオ費 1

一般管理費 1

計 9 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0


	49国語施策の充実

